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明け方には肌寒く、また夕方は雨の多い北陸の冬特有の気候になってまいりましたが、
皆様にはいかがお過ごしでしょうか。

日頃は、コロナ禍による困窮学生支援等のため、福井大学基金（羽ばたけ基金）に多く
のご寄附を賜り、そのご支援に心より御礼を申し上げます。最近、新聞紙上に、ある学生
がコロナ禍のためバイト先を失い、様々な奨学金に応募したけれど採択されず、最終的に
福井大学の基金を継続して受給でき、なんとか生活しているとの記事が掲載されたことが
多くの反響を呼び、さらなるご支援を頂きました。少ないながらも毎月継続的に支援を
行っている本基金の特色が発揮されたものと喜んでおります。

近況報告

【福井大学基金寄附受入総額】
5,455件 約3億8,544万円

【活用額総額】
延べ 2,532名 約8,286万円
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福井大学基金の寄附受入状況と活用状況 （令和３年10月31日現在）

さて、天気の厳しさとは裏腹に、コロナ禍のほうは改善の兆しが認められ、福井県においても連続して患者ゼロ
の日が続いております。わたくしも、今までオンラインの会議であったものが、学外や、場合によっては東京まで
出向くことも次第に増えており、コロナ以前の忙しさを思い出しつつあるところです。大学においても冬季休業や
年末年始対応のため、できるだけ感染対策としての日常生活の制限を緩めるつもりでしたが、そこに御承知のオミ
クロン株による感染の国外での増加傾向が報告され、感染力が非常に強そうであり、我が国での感染拡大が危惧さ
れるところです。最近ようやくポストコロナの景気のいい計画を立てていたところに、水をさされ、一層気を引き
締めねばならぬと思っております。

一方で、教職員、学生の活動のモチベーションを高めるため、ウィズコロナをテーマとした自らの専門に関わる
（学生は自由な発想）競争的資金の「福大ウィズコロナ対策コンペ」配分を企画した所、教職員30件、学生45件と、
多数の応募があり、その前向きの心意気を頼もしく感じました。

今後、コロナの動向も含め、どのような年末年始になるか、予想がつきませんが、引き続き宜しくお願い致しま
すと共に、皆様にはご健康でよいお年をお迎え下さい。

Ⓡ

寄附者の皆様からのメッセージ

学長 上田 孝典

◆コロナ禍の状況の中、日々の学業、研究も大変だと思いま
すが、学生や研究者が今の状況を好機とみて臆せずに打
ち込んでいただくために、何かのお役に立ていただければ
と思い、大学卒業生として寄付させていただきます。

（工学部卒業生の方）

◆子供がお世話になっております。困っている学生さん同じ
ように勉学ができますよう少しばかりですがお役に立てま
すように願っております。 （在学生のご家族）

◆今の自分があるのは母校の福井大学のおかげであり大変感
謝しております。母校のために何かできることはないかと
常々思っており、福井大学基金への寄附という形ではあり
ますが、微力ながらお役に立てましたら幸いです。

（医学部卒業生の方）

◆生活困難な学生に、手厚いフォローをお願いしたい。未来
のある若い人に、勉学に集中できる環境を与えてあげてほ
しい、真剣に考えてほしいと思います。学生さんが学費の
心配無く学べることを祈っております。 （一般の方）

◆コロナ禍の中、学生の皆さんも大変でしょうが、自分の夢
の実現に向けて頑張っていただきたいと思います。今後も
できるだけ支援させていただきます。

（教育学部卒業生の方）

◆COVID-19に多くの事を学び、克服できる医師になってく
ださい。 （教職員）

寄附受入額は昨年同時期と比較し、
約4割減となっております。
冬季に向けた感染防止対策、ウィズ
コロナにおける新たな取り組みを進
めておりますので、引き続き皆様の
ご支援をどうぞよろしくお願いいた
します。



福井大学基金事務局

〒910-8507 福井市文京3-9-1

電話 0776-27-9903
E-mail kikin@ad.u-fukui.ac.jp

お問い合わせ先

https://www.u-fukui.ac.jp/kikin/
福井大学基金の詳細は
ホームページをご覧下さい

高額寄附者の方への称号並びに感謝状の贈呈

【称号（学友記等）贈呈】
栄誉学賓（新たな称号） 2法人・団体
特別栄誉学友 個人1名，1法人・団体
栄誉学友 個人4名，7法人・団体

【感謝状贈呈】
個人148名，4法人・団体

本年度、本学に対し、顕著な財政的支援を賜りました、153名の個人と14法人・団体の皆様に称号並びに
感謝状を贈呈させていただきました。

（学賓記）

「食の支援」で学生生活をサポート

グローバル教育の、
より一層の機能強化
を目指し、入学から
就職までのシームレ
スな修学支援の拠点
となる「学生交流セ
ンター」が竣工しま
した。

大学会館が「学生交流センター」としてリニューアル

● ●
福井県ふるさと納税
「県内大学の魅力向上応援」プロジェクト

◆お米のご寄附

◆困窮学生に食料品セットを配布

キャンパスイルミネーション2021

確定申告することで自己負担額が
2,000円で寄附ができます。詳しくは、
福井県のホームページをご参照くださ
い。

一般財団法人杉本
育文化財団様から、
コロナ禍の学生さん
の生活を支援しよう
と、福井県産コシヒ
カリのご寄附があり
ました。
3kgずつ袋詰めされ

た精米し立てのお米
80袋が県外学生が生
活する学生寮に運び
込まれ、杉本理事長から、応援のお手紙と共に寮生に手渡し
されました。学生からは、学生生活の現況とご支援への感謝
の言葉が伝えられました。
また、他の皆様からも食料品のご寄附をいただいておりま

す。ご支援ありがとうございました。

各キャンパスで、コ
ロナ禍の困窮学生約
200名に、食料品セッ
トの提供を行い、学生
らは、5種類の中から
希望のセットを受け取
りました。
本年度内に第2弾を

実施予定です。

コロナ禍の影響で2年ぶりの開催となるキャンパスイ
ルミネーション2021が、10月に、文京・松岡の両キャ
ンパスで開催されました。
これは、照明を研究する明石研究室の学生有志が制作

しているもので、今年で13回目となります。
色鮮やかなオブジェからの温かい灯りが、優しい癒や

しを与えてくれました。

財団の杉本理事長からお米を手渡し
される寮生

（感謝状）（学友記）

★ トピックス★

福井県が進めるふるさと納税プロジェクト
の『県内大学の魅力向上応援プロジェク
ト』と『新型コロナウイルス感染症学生修
学支事業』に本学も 参加しています。


